
成人･老年看護学講座

成人看護学

著 書

１ 大田明英：成人 Still病．黒川 清，松澤佑次編：内科学．第２版 2213-2214．文光堂．東京2003．

２ 大田明英：成人 Still病．下条文武，斉藤 康監修：ダイナミック・メディシン ５．19章 75-76．

西村書店．新潟 2003

３ 大田明英：Felty症候群．下条文武，斉藤 康監修：ダイナミック・メディシン ５．19章 77．西

村書店．新潟 2003

４ 藤田君支：疼痛スケールによる痛みの観察と評価．和田 孜編：実践臨床看護手技ガイド第２版：

668-670，文光堂．東京，2003．

５ 藤田君支：人工股関節置換術後の看護「脱臼予防を中心にして―」和田 孜編：実践臨床看護手技

ガイド 第２版：15-20．文光堂．東京，2003．

６ 藤田君支，松岡 緑：関節の他動運動．和田 孜編：実践臨床看護手技ガイド 第２版：802-806，

文光堂．東京，2003．

７ 松岡 緑，藤田君支：適切な患者の観察方法．和田 孜編：実践臨床看護手技ガイド 第２版：

668-670．文光堂．東京，2003．

学術論文

１ 佐藤和子，中山晃志：看護職の疲労を客観的に表す指標の検討，保健の科学，45(6)，457-462，

2003．

２ 小林裕美，大田明英：自己導尿を行う患者における導入時からの心理的変化およびそれに影響を及

ぼす背景について．看護研究 36：53-64，2003

３ シェリフ多田野亮子，大田明英：血液透析患者の心理的適応（透析受容）に影響を与える要因につ

いて．日看科学会誌 23：1-13，2003

４ 大田明英：血清フェリチン―膠原病検査の進歩と診断・治療への応用．日内会誌 92：1977-1984，

2003．

５ 大田明英：全身型 JRAと成人 Still病は同一疾患か．リウマチ科 29：277-286，2003．

６ Tada Y,Koarada S,Morito F,Ushiyama O,Haruta Y,Kanegae F,Ohta A,Ho A,Mak TW,

Nagasawa K: Acceleration of the onset of collagen-induced arthritis by a deficiency of
 

platelet endothelial cell adhesion molecule 1. Arthritis Rheum.48:3280-3290,2003.

７ 丸本真代，多田芳史，鐘江 大，春田善男，小荒田秀一，牛山 理，長澤浩平，大田明英：寛解後

比較的早期に悪性腫瘍が出現した皮膚筋炎の２例．九州リウマチ 22：74-80，2003．

８ 岩崎由紀子，春田善男，多田芳史，小荒田秀一，牛山 理，長澤浩平，大田明英：頸部痛，発熱で

発症した高安動脈炎の一例．九州リウマチ 22：103-109，2003．

９ 藤田君支：人工関節置換術を受けた患者の生活体験の変化とQOL．看護技術，49(14)，51-54，

2003．

10 藤田君支，松岡 緑，山川裕子，佛淵孝夫：変形性股関節症で人工股関節全置換術を受けた患者の

回復体験―術後年数別の様相―．第33回日本看護学会論文集 成人看護 ，353-355，2003．
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11 藤田君支，松岡 緑，山地洋子：臨床看護師が実践している糖尿病患者への教育活動に関する実態

調査．日本看護研究学会誌，26(4)，67-80，2003．

12 古賀明美，松岡 緑，山地洋子：受診中断中にある糖尿病患者の療養生活および治療の認識．日本

糖尿病教育・看護学会誌，7(1)，15-23，2003．

13 古賀明美，松岡 緑，藤田君支，安田加代子，石橋香津代，一井由香合，永渕智子，徳留聖子，藤

満幸子，佐藤和子：糖尿病患者教育における大学の看護教員と病院の医療職とのチーム連携．日本

糖尿病教育・看護学会誌，7(2)，123-127，2003．

14 山川裕子，古賀明美：精神看護実習における学生企画レクリエーションの学習到達度．第34回日本

看護学会論文集―看護教育― 76-78，2003．

15 松岡 緑，内村智美，藤田君支，古賀明美，安田加代子，山地洋子：糖尿病患者教育に対する患者

のニーズ調査．九州大学医学部保健学科紀要，2，7-16，2003．

16 松浦江美，大田明英，鐘ヶ江大，牛山 理，富樫理子，多田芳史，鈴木憲明，長澤浩平：強皮症患

者のセルフケアに影響を及ぼす要因について．看護研究 36：63-74，2003．

17 Matsuura E,Ohta A,Kanegae F,Haruda Y,Ushiyama O,Koarada S,Togashi R,Suzuki N,

Nagasawa K: Frequency and analysis of factors closely associated with the development of
 

depressive symptoms in patients with scleroderma.J.Rheumatol.30:1782-1787,2003.

18 Ushiyama O,Ushiyama K,Yamada T,Koarada S,Tada Y,Suzuki N,Ohta A,Nagasawa K:

Retinal findings in systemic sclerosis:a comparison with nailfold capillaroscopic patterns.

Ann Rheum Dis 62:204-207,2003.

学会発表

１ 藤田君支，松岡 緑，山川裕子：片側人工股関節全置換術を受けた患者の生活体験―手術前後の変

化に焦点を当てた質的研究―．日本看護研究学会誌 26(3)，362，2003．

２ 藤田君支，佐藤和子：人工股関節置換術を受けた患者のタイプ別による生活体験の相違 第30回股

関節学会学術集会抄録集．261，2003．

３ 古賀明美，藤田君支，松岡 緑：糖尿病患者が受診中断に至るプロセスと療養生活．第８回日本糖

尿病教育・看護学会．2003，９，27．日本糖尿病教育・看護学会誌 ７巻特別号：111．

４ 古賀明美，松岡 緑，藤田君支：受診中断中にある糖尿病患者の療養生活体験の変化．第34回日本

看護学会（成人看護 ）．2003，８，29．第34回日本看護学会抄録集―成人看護 ―：258．

５ 山川裕子，古賀明美：精神看護実習における学生企画レクリエーションの学習到達度．第34回日本

看護学会（看護教育）．2003，８，７．第34回日本看護学会抄録集―看護教育―：38．

６ 安田加代子，藤田君支，古賀明美，松浦江美，古川真三子，佐藤和子，松岡 緑：自尊感情の低い

糖尿病外来患者への援助に関する一 察．第８回日本糖尿病教育・看護学会．2003，９，27．日本

糖尿病教育・看護学会誌 ７巻特別号：112．

７ 松浦江美，安田加代子，藤田君支，古賀明美，古川真三子，佐藤和子， 永渕智子，徳留聖子：糖尿

病患者教育におけるエンパワーメントを高めるチームアプローチの試み 第２報．第８回日本糖尿

病教育・看護学会．2003，９，27．日本糖尿病教育・看護学会誌 ７巻特別号：73．

８ 古川真三子，古賀明美，藤田君支，安田加代子，松浦江美，佐藤和子，一井由香合：糖尿病患者教

育におけるエンパワーメントを高めるチームアプローチの試み 第１報．第８回日本糖尿病教育・

看護学会．2003，９，27．日本糖尿病教育・看護学会誌 ７巻特別号：68．
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９ 影山隆之，佐藤和子，岩男和美，雨宮克彦，雨宮洋子：高齢者施設に入所しているアルツハイマー

症者における夜間排尿と睡眠のモニタリング，日本睡眠学会第28回定期学術集会プログラム・抄録

集，206，2003，６，12．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

助教授 藤田 君支 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

若手研究 人工関節置換術を受ける患者の手術前

後を通じてのQOLに関する縦断的研

究

1,000

助教授 藤田 君支 財団法人木村看護教育振興

財団

研究助成金 人工関節置換術を受けた患者のQOL

と看護支援に関する研究

750

助 手 古賀 明美 平成15年度文部科学省研究

費補助金

基盤研究 ⑵ 糖尿病患者における受診中断後の療養

生活の実態とその変化に関する質的研

究

500

老年看護学分野

学術論文

１ 藤野成美，忽那龍雄：関節リウマチ患者の精神的側面とその背景，九州リウマチ．22：49-56，

2003．

２ 藤野成美，忽那龍雄：うつ状態を伴う関節リウマチ患者の心理的問題と精神的ケアの経験，日本看

護研究学会雑誌．26：59-72，2003．

３ 岩本幸子，高野陽子，忽那龍雄：RA患者における口腔内ケアの現状と問題点，九州リウマチ．

23(1)：123-127，2003．

４ 村田 伸，忽那龍雄：在宅障害高齢者の足把持能力と転倒との関連性．国立大学理学療法士学会誌

24：8-13，2003．

５ 村田 伸，忽那龍雄：足把持力に影響を及ぼす因子と足把持力の予測．理学療法科学 18(4)：

207-212，2003．

学会発表

１ 岩本幸子，忽那龍雄，木室ゆかり，山下富美華：老年期における人工膝・股関節置換術後患者のADL

訓練とその自己効力感．日本老年看護学会第８回学術集会．2003，11，９．日本老年看護学会第８

回学術集会抄録集：117．

２ 木村裕美，小野ミツ，忽那龍雄，坂田期雄：介護保険における介護支援専門員の課題について―介

護支援専門員実態調査より―．第７回日本在宅ケア学会学術集会．2003，１，25．日本在宅ケア学

会誌第７回日本在宅ケア学会学術集会報告要旨集 6(2)：40-41．

３ 忽那龍雄，大久保康一，谷口良康，帖左悦男，前田謙而，古市格：３本スパイクセメントレス人工

関節（JOHP）の臨床成績．第76回日本整形外科学会．2003，５，24．日整会誌 77(4)：S451．

４ 村田 伸，忽那龍雄：在宅障害後期高齢者に対する足把持力トレーニングの効果．2003，５．理学

療法科学学会第32回大会．
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５ 村田 伸，忽那龍雄：通所リハ施設利用高齢者の足把持力と転倒との関連性．2003，５．第37回日

本理学療法学学術大会．

６ Murata S,Kutsuna T「CORRELATION BETWEEN FOOT-GRIPPING FORCE AND FALL
 

IN POOR-HEALTH ELDERLY LIVING AT HOME.2003,6.The World Confederation for
 

Physical Therapy.

７ 水主いづみ，岩本幸子，神崎匠世，忽那龍雄，梶原江美：ボールエクササイズによる高齢者のバラ

ンス能力への影響．日本老年看護学会第８回学術集会．2003，11，８．日本老年看護学会第８回学

術集会抄録集：65．

母 子 看 護 学 講 座

学術論文

１ 斉藤ひさ子，溝口全子，窪田由紀，平田伸子，野崎雅裕：既婚者の性及び生殖に関する意識・行動

の実態．平成12～14年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ２）研究報告書：60-67，2003．

２ 溝口全子，窪田由紀，斉藤ひさ子，平田伸子，Geraid Thomas Shirley：わが国における性及び生

殖に対する態度尺度の開発．平成12～14年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ２）研究報告書：4-26，

2003．

学会発表

１ Ejima M., Yamakawa Y.,Saito H.: Maternal transport.The 7th ICM Asia Pacific Regional
 

Conference.2003,November,27.Abstract:43.

２ Tanaka N.,Ishiyama S.,Saito H.: Cessation of smoking.The 7th ICM Asia Pacific Regional
 

Conference.2003,November,28.Abstract:53.

３ 井手紀子：今，佐賀の乳幼児虐待は．第５回佐賀県小児保健大会．2003，10，４．（シンポジウム）

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

講 師 石山さゆり 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 ⑵ 月経前症候群（PMS）の関連要因およ

び看護アプローチの構築に関する基礎

研究

800

教 授 斉藤ひさ子 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 ⑵ 閉経に伴う性行動の変化と心理社会的

変数の関連性の検討

900

地域･国際保健看護学講座

地域看護学分野

学術論文

１ 小野ミツ：在宅療養高齢者と介護者の対人距離とその評価．Quality Nursing 9(7):16-20,2003.

２ 小野ミツ，小西美智子：在宅要介護高齢者に対する介護者の虐待と対人距離．日本地域看護学会誌
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